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＊収集書誌部収集・書誌調整課
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ジャンル・形式用語の動向

−米国議会図書館の取組みをはじめとして−
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1．はじめに
ジャンル・形式用語は、「ホラー映画」や「探偵小

説」「詩」といった、その資料が「何であるか」（what 
a work is）を表す統制語彙である。その資料の「主
題は何か」（what a work is about）を表す件名標目
とは異なる用語である。よって，ジャンル・形式用語
と件名標目は，同一の資料に付与することもできる。
たとえば、観覧車をテーマにした詩集（書籍）であれ
ば、「詩集」というジャンル・形式用語と「観覧車」
という主題を表す件名標目が付与されうる。
件名標目は、予め複数の統制語を結び付けた形で表

現されることが多く、従来、ジャンルや形式を表す語
は、主標目に細目として付加されていた。これは、資
料の主題を詳細に表現するには適していたが、利用者
の直感的な単語入力による検索に有用とは言い難かっ
た。ジャンル・形式用語の場合、標目の補助的な役割
ではなく、それ自体が単独でアクセス・ポイントとな
りうるものである。また、その資料の内容や形式を直
接表わす用語のため、より利用者の検索行動に馴染む
ものであり、これを書誌データに適切に付与すること
で、たとえば、OPAC のファセット（検索結果から
の絞り込み）機能を強化でき、効率的な検索の実現に
資すると考えられる。
また、ジャンルや形式を表す情報は、MARC21 等

のコード値として用いられてもいるが、これらは特定
のフォーマットでしか機能せず、汎用性に限りがある。
ウェブの世界では、単なる文字列の検索にとどまらず、
データの意味や関係性を機械的に処理し、多様な観点
による高度な情報アクセスを実現する技術への対応が
志向されている。図書館の書誌データや典拠データも、
資料へのアクセス手段としてだけでなく、ウェブ上で
広く利用できる、意味のあるデータであることが求め
られ、Linked Data 化して提供することが重要になっ
てきている。
このような状況において進められているジャンル・

形式用語に関する様々な取組みの中で、本稿では、米
国議会図書館（LC）の先進的な事例と、その他の国
立図書館や関連機関等における検討・適用状況を紹介
する。

2．LC の取組み
2.1. 	Library of Congress Genre/Form Terms for 

Library and Archival Materials (LCGFT)
（1）	 経緯

LC では、1980 年代からジャンル・形式用語を付
与していた（1）。当時は、米国議会図書館件名標目表

（LCSH）のほかに、LC の各部門が独自に作成した分
野別のシソーラスや、米国図書館協会等の他機関によ
る統制語彙をジャンル・形式用語として使用していた。
また、米国内の各図書館は、独自のルールでジャンル・
形式用語を付与しており、図書館間でベストプラク
ティスを共有できずにいた。そこで LC は、包括的な
単一のシソーラスを構築し、標準的な適用方針を策定
するため、2007 年にジャンル・形式用語のシソーラ
ス化の検討を開始した。このシソーラスが、LCGFT
である（2）。LCGFTの構築は、LCの政策・標準部により、
分野ごとに個別のプロジェクトとして進めることが決
定され、まずは動画（映画、テレビ番組等）に付与す
る語彙の検討が開始されることになった。
2010 年には、ジャンル・形式用語を LCSH から正

式に分離する作業が開始され、2011 年 5 月にそのた
めのデータ処理が実施された。従来、資料のジャン
ル・形式を示すために LCSH の形式細目が主として
使われてきた。LCSH では、予め意味のある順序で
索引語を並べる事前結合方式が採用されているが、
LCGFT は、資料への付与や検索時に組み合わせる事
後結合方式に対応している。たとえば、農業に関す
る書目の逐次刊行物の場合、LCSH の「Agriculture--
Bibliography--Periodicals」と、LCGFTの「Bibliography」
と「Periodicals」がそれぞれ付与されうる。この分離
は、ジャンル・形式用語が主題を表す件名標目とは異
なる区分原理であることを明確にするためのもので
あった（3）。仮に、LCSH の索引語を用いて、単独のア
クセス・ポイントとした場合、それが主標目と形式細
目の両方で用いられる用語であれば、資料の主題また
は形式のいずれを表しているか容易に識別できない恐
れがある。たとえば「Periodicals」の場合、逐次刊行
物について論じた資料という意味か、その資料が逐次
刊行物であるという意味か識別できない場合がありう
る。そのため、ジャンル・形式用語を、主題を表す件
名標目から区別する必要がある。
主標目から検索するカード目録の時代には副次的な

役割であったジャンル・形式用語が、件名標目から切
り出され、機械可読形式で提供されたことにより、単
独のアクセス・ポイントとして機能し、柔軟な検索に
対応できるようになった点でこの分離の意義は大き
い。
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（2）	 概要
LCGFT には、2016 年 1 月現在、8 分野（動画、ラ

ジオ番組、地図、法律、一般（総記）、音楽、文学、宗教）
の語彙が収録されている。分野ごとに階層化され、後
述の承認プロセスを経たものから統合される。前述の
とおり、事後結合方式が採用されており、一つの用語
に含まれる概念は一つである。一つの資料に対し複数
のジャンルや形式を表すために、複数の語彙を付与す
ることはできるが、LCSH のように語彙が細分化され
ることはない。

（3）	 各プロジェクトの状況
分野別の各プロジェクトで検討された語彙は、「候

補リスト」（Tentative List）（4）に掲載され、意見公募
が行われる。その結果が反映されたものが、LC に
よって承認され、「承認済リスト」（Approved List）（5）

に掲載される。承認された語彙は、LC Linked Data 
Service（6）等でも提供される。プロジェクトは、LC に
よる資料への付与開始をもって完了とみなされる。付
与作業を開始するには、マニュアル類の改訂作業が必
要である。そのため、語彙の承認後、実際に LC で適
用が開始されるまでには一定の時間を要する。各プロ
ジェクトの状況は、表のとおりである。

2008 年 12 月、動画及びラジオ番組に対して 2009
年 1 月からジャンル・形式用語を付与することが発表
された（E916 参照）（11）。また、5 分野（地図、法律、
文学、音楽、宗教）を対象とした 5 か年計画も公表さ
れた（12）。進め方は、プロジェクトごとにその分野の
関連機関（例：米国法律図書館協会）等と連携して検
討した用語を LC が承認し、LCGFT に収録していく
方法がとられた。実際には計画どおりには進まず、こ
れらの分野の用語の承認・収録が完了する前に、新た
な分野（一般、芸術）の語彙構築プロジェクトの立
ち上げが検討された。2015 年に 4 分野（一般、音楽、

文学、宗教）の語彙が新たに追加されたことで、その
収録語彙数は劇的に増え、従来の 2 倍以上になった。
2016 年 1 月、政策・標準部がマニュアル案を公開

した（13）。これは、書誌レコード及び典拠レコードに
ジャンル・形式用語を適用する際のガイドラインであ
り、従来のガイドライン類はこれをもって廃止される
想定である。また、政策・標準部は、LCGFT におけ
るジャンル・形式の定義を改訂し、ジャンルと形式を
区別せず、統合された単一の概念として扱うこととし
た（14）。

2.2. Library of Congress Demographic Group Terms 
（LCDGT）

LC では、ジャンル・形式用語のほかに、資料の著
者等（creator/contributor）や資料の対象者（audience）
といった人に関する属性（demographic）を示すため
に付与される用語LCDGTも検討している。たとえば、
“A collection of poetry by several German authors”
という資料の場合、著者の特性を示す “German” が付
与され、“A child’s picture book” の場合、その対象
者の特性を示す “Children” が付与される。これらを
LCGFT や LCSH 等の既存の統制語彙と区別して書誌
データに記録し、OPAC 等で利用できれば、たとえば、
「小学生」「中学生」といった教育段階別に資料の対象
者を絞り込んだ検索や表示に効果的である。
LC は、2015 年 6 月及び 12 月の 2 段階に分けて、

合計約 800 件の語彙の承認作業を実施した。また、語
彙の収録範囲や取組みの方向性を示した指針も公開し
た（15）。次の段階として、語彙の構築方針の検証作業
の実施や、語彙の提案や付与、改訂に関する作業マニュ
アル案の公開等が予定されている（16）。

3．その他の取組み
3.1. 主な国立図書館
ドイツ国立図書館では、小説、詩集及び児童文学作

品を対象にジャンル・形式用語（63 件）を付与して
いる（17）。
フランス国立図書館では、映画、音楽、文学等

のジャンル・形式用語として、件名標目 RAMEAU
（Répertoire d'autorité-matière encyclopédique et 
alphabétique unifié）の収録語彙を使用している（18）。
スペイン国立図書館では、LCGFT、RAMEAU、

Art and Architecture Thesaurus（19）等を基にしたシ
ソーラスを構築し、検索システムを公開している（20）。

スウェーデン国立図書館では、LCGFT と対照させ
た SAOGF （Svenska ämnesord genre och form）を
構築している（21）。

表　各プロジェクトの状況（2016 年 1 月現在）

分　野 状　　況
動画 2009年 1 月付与開始
ラジオ番組 2009年 1 月付与開始
地図 2010年 9 月付与開始（7）

法律 2011年 6 月付与開始
一般（総記） 2015年 1 月承認（約190件（8））
音楽 2015年 2 月承認（約560件）
文学 2015年 5 月・ 9 月承認（9）（約390件）
宗教 2015年 9 月承認（約40件）
芸術 未承認（10）
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3.2. 国際図書館連盟（IFLA）
IFLA では、ジャンル・形式用語が利用者のアクセ

ス可能性を拡大しうるものであるにもかかわらず、そ
の典拠データとしての具体的な位置づけが、FRBR
ファミリー（FRBR、FRAD、FRSAD）の参照モデ
ル、国際目録原則覚書（ICP）、ヴァーチャル国際典
拠ファイル（VIAF）、そして Resource Description 
and Access（RDA）のいずれにおいてもなされてい
ないとの認識から、2013 年から分類・索引分科会で
検討を開始した（22）。その後しばらくの間、具体的な
進展は見られずにいたが、2015 年 8 月にケープタウ
ンで開催された年次大会で、分類・索引分科会と目録
分科会による共同ワーキンググループが設置されるこ
とが決まった。現在、ワーキンググループでは、各国
立図書館におけるジャンル・形式用語の採用状況の調
査を予定している。調査結果は、2016 年の年次大会
で公表される予定であり、今後、ワーキンググループ
で重点的に取組むプロジェクトでの検討に資すること
が期待されている。

3.3. OCLC
OCLC Research と WorldCat.org チームでは、共

同で WorldCat Genres を開発し、試行的に公開して
いる（23）。これは、WorldCat と連携し、「ミステリー」
「SF」「ファンタジー」等の小説のジャンル用語から、
それが付与されている書籍や映画等の資料だけでな
く、関連する著者や主題、人物、場所等から資料を検
索することもできるサービスである。

4．おわりに
ジャンル・形式用語が、書誌データを構成する記述

部分や件名標目等の要素とともに、それぞれの機能を
適切に果たせば、検索の効率が向上するだろう。これ
らの要素を検索条件に設定できれば、資料のジャンル
や年代、媒体等多様な観点から絞り込むことができ
る。RDA では、統制語彙を記録する記述の要素とし
て、content type、media type、carrier type、mode 
of issuance 等がある（24）。たとえば、carrier type に
は “audiocassette” や “videodisc” があり、検索条件を
限定する役割を果たすと考えられる。このように書誌
データを構成する各要素をあわせて考えるならば、各
種の統制語彙と、それを定める標準の動向にも着目す
る視点が必要である。
また、LCGFT のように、人間に理解しやすい「こ

とば」であり、語彙同士の関係が構造化され、機械に
も理解しやすい「ことば」として特定のフォーマット
に拠らずに表現できる統制語彙は、Linked Data とし
ての利用価値が高まると考えられる。今後は、これら

の統制語彙を活用した具体的なサービスの動向も注視
していく必要がある。
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